
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステープラ本体又はステープラ本体に設けられたカートリッジに着脱自在に取り付けら
れるステープル用リフィルであって、
　リフィル本体は、ロール状に巻かれたシート状連結ステープルを収納する収納部と、収
納部に収納されたシート状連結ステープルを排出する排出口と、収納部に収納されたシー
ト状連結ステープルの先部を排出口に導出する導出路を備え、
　導出路は、排出口から収納部内に向かって上方に湾曲し、シート状連結ステープルの上
側に位置する先部を排出口へ導出するようになっており、
　導出路には、シート状連結ステープルの反排出口側への移動を阻止する逆行防止部材が
設けられていることを特徴とするステープル用リフィル。
【請求項２】
　前記逆行防止部材は、リフィル本体に一体成形によって設けられていることを特徴とす
る請求項１記載のステープル用リフィル。
【請求項３】
　導出路は、略直線状に形成された第１の案内路と、上方に向かって湾曲した第２の案内
路とからなり、
　第１の案内路は、排出口と連通し、
　第２の案内路は、収納部と連通しており、
　第２の案内路に、前記逆行防止部材が設けられていることを特徴とする請求項１又は２
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記載のステープル用リフィル。
【請求項４】
　導出路は、シート状連結ステープルの上面をガイドする上ガイド面と、シート状連結ス
テープルの下面をガイドする下ガイド面を有し、
　第２の案内路の上ガイド面は、収納部の内面に連接され、
　第２の案内路の下ガイド面は、収納部内に突設されたガイド突起の湾曲した一方の面に
よって形成されていることを特徴とする請求項３記載のステープル用リフィル。
【請求項５】
　前記逆行防止部材が前記ガイド突起の一方の面から突出するように形成されていること
を特徴とする請求項４記載のステープル用リフィル。
【請求項６】
　前記ガイド突起の他方の面は、収納部内に収納されたシート状連結ステープルを案内す
るように湾曲して形成されていることを特徴とする請求項４又は５記載のステープル用リ
フィル。
【請求項７】
　 収納部の内面には、前記ロール状に巻かれたシート状連結ステープルの外周と摺接
し、シート状連結ステープルの回転を滑らかにする突状が設けられていることを特徴とす
る ステープル用リフィル。
【請求項８】
　 リフィル本体には、収納部と連通する開口が形成されていることを特徴とする

ステープル用リフィル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、ロール状に巻かれたシート状連結ステープルを収納するステープル用リフ
ィルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のロール状に巻かれたシート状連結ステープルを収納するステープル用リフィルは
、ステープラ本体又はステープラ本体に設けられたカートリッジに着脱自在に取り付けら
れるリフィル本体を有する。リフィル本体は、シート状連結ステープルを収納する収納部
と、収納部に収納されたシート状連結ステープルを排出する排出口と、収納部に収納され
たシート状連結ステープルの先部を排出口に導出する導出路を備えている。導出路は、略
直線状に形成され、収納部内の下面に沿って形成されている。導出路の上部には、リフィ
ル本体と別個に形成された、金属製の逆行防止部材が取り付けられている（例えば、特許
文献１）。
【特許文献１】特開平９－１３６２７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来のロール状に巻かれたシート状連結ステープルを収納するステープル用リフィルは
、リフィル本体の収納部に、シート状連結ステープルの先部が下側になるように収納され
、収納部の下面及び導出路に沿って、先部が直線状に引き延ばされる。ステープラ本体等
に設けられた送り爪、送りローラ等の送り出し手段により、シート状連結ステープルの先
部が排出口から送り出される時、直線状に引き出された引き出し部にシート状連結ステー
プル全体が載っている形となっており、そのシート状連結ステープルの重み分が、送り出
し手段に、負荷としてかかるという問題点があった。また、引き出す時、シート状連結ス
テープル全体が前方に移動するため、シート状連結ステープルが収納部の内面に当接し、
その摩擦作用により、所定以上の負荷がかかり、送り出し手段がシート状連結ステープル
の先部を送り出すことができなくなるという問題点があった。
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【０００４】
　また、従来のステープル用リフィルは、直線状に引き延ばされた引き延ばし部に逆行防
止部材が摺接し、排出口側に引き出されている時は、逆行防止部材が排出口に撓んで、シ
ート状連結ステープルの引き出しを妨害せず、逆に反排出口側に引き戻されそうになる時
は、逆行防止部材がシート状連結ステープルのステープル間の凹部に係止して、シート状
連結ステープルの引き戻しを阻止する。このように、逆行防止部材が常にシート状連結ス
テープルに摺接しているが、この摺接する際の接触圧力が強すぎると、シート状連結ステ
ープルの送り出し手段にかかる負荷が大きくなり、この摺接する際の接触圧力が弱すぎる
と、シート状連結ステープルの引き戻し抵抗が無くなってしまうので、逆行防止部材の調
節が難しいという問題点があった。
【０００５】
　また、シート状連結ステープルは、前記送り出し手段が下面に圧接係合して、前方に送
り出されるので、上面側に接着剤が塗布され、さらに上面中央に接着テープが長手方向に
向かって貼着されている。従来のステープル用リフィルは、逆行防止部材がシート状連結
ステープルの接着剤が塗布された上面を摺接するので、逆行防止部材が滑って機能しない
場合もあり得る。また、逆行防止部材は、接着テープを挟んでシート状連結ステープルの
両側を摺接するが、一方の逆行防止部材が機能しない場合、シート状連結ステープルが曲
がってしまうおそれがあるという問題点があった。また、両方の逆行防止部材を同様に機
能するように調節することは、難しいという問題点があった。さらに、逆行防止部材は、
リフィル本体とは別に製造されるので、リフィル本体に取り付ける手間があり、しかも取
り付ける際、上記したように調節を必要とする場合があるので、誰でも簡単にリフィル本
体に組み込むことができないという問題点があった。
【０００６】
　また、従来のステープル用リフィルは、ロール状に巻かれたシート状連結ステープルを
リフィル本体の収納部に収納すると、シート状連結ステープルの外周全体が収納部の底面
に接触するようにして収納される。シート状連結ステープルが排出口側に引き出される時
、シート状連結ステープルの外周全体が収納部の底面に摺接しながら回転するので、摩擦
抵抗が大きく、シート状連結ステープルを送り出す送り出し手段にかかる負荷が大きいと
いう問題点があった。
【０００７】
　また、従来のステープル用リフィルは、ロール状に巻かれたシート状連結ステープルが
リフィル本体の収納部に収納されているが、運搬時に収納部内で揺れ動き、ロール状に巻
かれたシート状連結ステープルが緩んでしまうおそれがあった。また、不透明で形成され
たリフィル本体にあっては、内部を見ることができず、シート状連結ステープルの状態や
残量を確認することができないという問題点があった。
【０００８】
　本願発明は、上記問題点に鑑み案出したものであって、リフィル本体の収納部に、ロー
ル状に巻かれたシート状連結ステープルの先部を上側になるようにして収納でき、引き出
されて送り出される引き出し部にシート状連結ステープルが載らないので、送り出し手段
にかかる負荷を少なくすることができるステープル用リフィルを提供することを第１の目
的とする。また、導出路を、排出口から収納部内に向かって上方に湾曲させて、導出路に
逆行防止部材を形成し、シート状連結ステープルが送り出される時、係止力を弱くし、シ
ート状連結ステープルが引き戻される時、係止力が強くなり、逆行防止部材の調節を不要
にしたステープル用リフィルを提供することを第２の目的とする。
【０００９】
　また、逆行防止部材を、接着剤が塗布され、さらに接着テープが貼着された上面に摺接
させず、送り出し手段と同じ側のシート状連結ステープルの下面に摺接させ、シート状連
結ステープルを確実に係止でき、下面の中央に摺接させることができるので、シート状連
結ステープルが曲がってしまうおそれがないステープル用リフィルを提供することを第３
の目的とする。さらにまた、逆行防止部材をリフィル本体と一体で成形したので、逆行防
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止部材をリフィル本体に取り付ける手間が省け、誰でも簡単にリフィル本体に組み立てる
ことができるステープル用リフィルを提供することを第４の目的とする。
【００１０】
　さらにまた、リフィル本体の収納部内に、ロール状に巻かれたシート状連結ステープル
に外周と摺接する突状を設け、シート状連結ステープルの外周と接触する面積を少なくし
て摩擦抵抗を小さくし、シート状連結ステープルの回転を滑らかにしたステープル用リフ
ィルを提供することを第５の目的とする。さらに、リフィル本体の収納部に収納されたロ
ール状に巻かれたシート状連結ステープルを動かないように押さえることに利用すること
ができ、収納部内を確認することができる開口が形成されたステープル用リフィルを提供
することを第６の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本願請求項１に係るステープル用リフィルは、上記目的を達成するため、ステープラ本
体又はステープラ本体に設けられたカートリッジに着脱自在に取り付けられるステープル
用リフィルであって、リフィル本体は、ロール状に巻かれたシート状連結ステープルを収
納する収納部と、収納部に収納されたシート状連結ステープルを排出する排出口と、収納
部に収納されたシート状連結ステープルの先部を排出口に導出する導出路を備え、導出路
は、排出口から収納部内に向かって上方に湾曲し、シート状連結ステープルの上側に位置
する先部を排出口へ導出するようになっており、導出路には、シート状連結ステープルの
反排出口側への移動を阻止する逆行防止部材が設けられている。
【００１２】
　本願請求項２に係るステープル用リフィルは、上記目的を達成するため、前記逆行防止
部材は、リフィル本体に一体成形によって設けられている。
【００１３】
　本願請求項３に係るステープル用リフィルは、上記目的を達成するため、前記導出路は
、略直線状に形成された第１の案内路と、上方に向かって湾曲した第２の案内路とからな
り、第１の案内路は、排出口と連通し、第２の案内路は、収納部と連通しており、第２の
案内路に、前記逆行防止部材が設けられている。
【００１４】
　本願請求項４に係るステープル用リフィルは、上記目的を達成するため、前記導出路は
、シート状連結ステープルの上面をガイドする上ガイド面と、シート状連結ステープルの
下面をガイドする下ガイド面を有し、第２の案内路の上ガイド面は、収納部の内面に連接
され、第２の案内路の下ガイド面は、収納部内に突設されたガイド突起の湾曲した一方の
面によって形成されている。
【００１５】
　本願請求項５に係るステープル用リフィルは、上記目的を達成するため、前記逆行防止
部材が前記ガイド突起の一方の面から突出するように形成されている。
【００１６】
　本願請求項６に係るステープル用リフィルは、上記目的を達成するため、前記ガイド突
起の他方の面は、収納部内に収納されたシート状連結ステープルを案内するように湾曲し
て形成されている。
【００１７】
　本願請求項７に係るステープル用リフィルは、上記目的を達成するため、 収納部の
内面には、前記ロール状に巻かれたシート状連結ステープルの外周と摺接し、シート状連
結ステープルの回転を滑らかにする突状が設けられている。
【００１８】
　本願請求項８に係るステープル用リフィルは、上記目的を達成するため、 リフィル
本体には、収納部と連通する開口が形成されている。
                                                                                
【発明の効果】
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【００１９】
　本願発明に係るステープル用リフィルは、リフィル本体の収納部に、ロール状に巻かれ
たシート状連結ステープルの先部を上側になるようにして収納でき、引き出されて送り出
される引き出し部にシート状連結ステープルが載らないので、送り出し手段にかかる負荷
を少なくすることができるという効果がある。また、本願発明に係るステープル用リフィ
ルは、導出路が排出口から収納部内に向かって上方に湾曲し、湾曲した導出路に逆行防止
部材を設けたので、シート状連結ステープルが送り出される時、係止力を弱くし、シート
状連結ステープルが引き戻される時、係止力を強くすることができ、逆行防止部材の調節
を不要にすることができるという効果がある。
【００２０】
　本願発明に係るステープル用リフィルは、逆行防止部材を、接着剤が塗布され、さらに
接着テープが貼着された上面に摺接させず、送り出し手段と同じ側のシート状連結ステー
プルの下面に摺接させるようにしたので、逆行防止部材が滑り難くなっており、シート状
連結ステープルを確実に係止できるという効果がある。さらにシート状連結ステープルの
下面の中央に摺接させることができるので、逆行防止部材がバランス良くシート状連結ス
テープルに係止することができ、シート状連結ステープルが曲がってしまうおそれを極め
て少なくすることができるという効果がある。さらにまた、本願発明に係るステープル用
リフィルは、逆行防止部材をリフィル本体と一体で成形したので、逆行防止部材をリフィ
ル本体に取り付ける手間が省け、誰でも簡単にリフィル本体に組み立てることができると
いう効果がある。
【００２１】
　本願発明に係るステープル用リフィルは、収納部の内面に、前記ロール状に巻かれたシ
ート状連結ステープルの外周と摺接する突状が設けられ、シート状連結ステープルの外周
の全体が収納部の底面に接触するのではなく一部が接触するようになっているので、その
ため接触面積が小さくなっており、シート状連結ステープルを滑らかに回転させることが
できるという効果がある。
【００２２】
　本願発明に係るステープル用リフィルは、リフィル本体に収納部と連通する開口が形成
されているので、収納部内に収納されたシート状連結ステープルが運搬の際に動かないよ
うに、梱包時に開口を利用して緩衝部材等の押さえ部材を装着することができ、シート状
連結ステープルの先端位置をずれないようにすることができ、しかも、当該開口を利用し
て、シート状連結ステープルの残量等の状態を確認することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本願発明に係るステープル用リフィルの実施の形態を、図１乃至図１０に基づいて説明
する。図１は、本願発明に係るステープル用リフィルの一つの実施の形態を示す全体斜視
図である。  図２は、図１の分解斜視図である。図３は、図１の斜視断面図である。図４
は、図１の側面断面図である。図５は、図１のステープル用リフィルの６面図であり、（
ａ）は上から視た上面図、（ｂ）は前から見た前面図、（ｃ）は側面から視た側面図、（
ｄ）は下から視た下面図、（ｅ）は後から視た後面図である。図６は、図１の要部断面図
である。図７は、ステープラ本体のカートリッジにステープル用リフィルを取り付けた状
態を示す斜視図である。図８は、本願発明に係るステープル用リフィルの動作を説明する
説明図である。図９は、本願発明に係るステープル用リフィルの他の実施の形態を示す全
体斜視図である。図１０は、図９の分解斜視図である。
【００２４】
　ステープル用リフィル１は、図７に示すように、ステープラ本体５０又はステープラ本
体５０に設けられたカートリッジ５１に着脱自在に取り付けられる。ステープル用リフィ
ル１のリフィル本体２は、図３，４に示すように、ロール状に巻かれたシート状連結ステ
ープルＳを収納する収納部４０と、収納部４０に収納されたシート状連結ステープルＳを
排出する排出口４６と、収納部４０に収納されたシート状連結ステープルＳの先部Ｓ１を
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排出口４６に導出する導出路４５を備えている。
【００２５】
　導出路４５は、排出口４６から収納部４０内に向かって上方に湾曲し、シート状連結ス
テープルＳの上側に位置する先部Ｓ１を排出口４６へ導出するようになっている。導出路
４５には、シート状連結ステープルＳの反排出口４６側への移動を阻止する逆行防止部材
３１が設けられている。前記逆行防止部材３１は、リフィル本体２に一体成形によって設
けられている。
【００２６】
　導出路４５は、略直線状に形成された第１の案内路４３と、上方に向かって湾曲した第
２の案内路４２とからなる。第１の案内路４３は、排出口４６と連通している。第２の案
内路４２は、収納部４０と連通している。第２の案内路４２には、前記逆行防止部材３１
が露出して設けられている。
【００２７】
　導出路４５は、シート状連結ステープルＳの上面Ｓ２をガイドする上ガイド面４７と、
シート状連結ステープルＳの下面Ｓ３をガイドする下ガイド面４８を有する。第２の案内
路４２の上ガイド面１３ａは、収納部４０の内面４１に連接されている。第２の案内路４
２の下ガイド面は、収納部４０内に突設されたガイド突起２５の湾曲した一方の面２６に
よって形成されている。前記逆行防止部材３１は、前記ガイド突起２５の一方の面２６か
ら突出するように形成されている。前記ガイド突起２５の他方の面２７は、収納部４０内
に収納されたシート状連結ステープルＳを案内するように湾曲して形成されている。
【００２８】
　また、リフィル本体２の収納部４０の内面には、前記ロール状に巻かれたシート状連結
ステープルＳの外周と摺接し、シート状連結ステープルＳの回転を滑らかにする突状２０
，３５が設けられている。また、リフィル本体２には、収納部４０と連通する開口８が形
成されている。
【００２９】
　さらにステープル用リフィルについて詳細に説明する。ステープル用リフィル１のリフ
ィル本体２は、図１，２に示すように、上ケース３と、上ケース３に着脱自在に固定され
る下ケース５とからなる。上ケース３は、合成樹脂によって一体成形され、上壁６と、上
壁６の左端に設けられた左壁７と、上壁６の右端に設けられた右壁９とからなる。
【００３０】
　上壁６は、上半円筒壁１１と、上半円筒壁１１の前端に上端が連接された垂直壁１２と
、垂直壁１２の下端に一端が連接された湾曲壁１３と、湾曲壁１３の他端に後端が連接さ
れた水平壁１５とからなる。左壁７及び右壁９は、円状壁７ａ，９ａと、円状壁７ａ，９
ａの下端に連接された、略水平方向に延びる下壁７ｂ，９ｂとからなる。下壁７ｂ，９ｂ
は、水平壁１５から下方に突出している。下壁７ｂ，９ｂには、係止孔１４，１４が形成
されている。
【００３１】
　上半円筒壁１１の上部には、後方に向かって延びる把持アーム１８が形成されている。
湾曲壁１３の上面には、湾曲壁１３を補強するリブ１９が形成されている。また、上半円
筒壁１１の後部には、開口８が形成されている。さらにまた、上ケース３の上壁６内面、
即ち、上半円筒壁１１、垂直壁１２、湾曲壁１３、水平壁１５の内面には、シート状連結
ステープルＳを案内するガイド突条２０が設けられている。
【００３２】
　図３，４に示すように、下ケース５は、上ケース３と同様に合成樹脂によって一体成形
され、下壁２１を有する。下壁２１は、約１／４の円状に形成された円弧状壁２２と、円
弧状壁２２の前端に後端が連接された直線壁２３とからなる。直線壁２３には、略山状の
ガイド突起２５が形成されている。ガイド突起２５の一方の面２６は、前記上ケース３の
湾曲壁１３の下面１３ａと略一定の隙間が形成されるようにして湾曲している。また、ガ
イド突起２５の他方の面２７は、前記円弧状壁２２と同様の円弧を描くように湾曲してい
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る。ガイド突起２５の頂部２９は、半円状に丸く形成されている。
【００３３】
　ガイド突起２５の略中間部には、切り欠き部３０が形成されている。前記直線壁２３に
は、当該切り欠き部３０内に位置し、湾曲した一方の面２６から突出する爪状の逆行防止
部材３１が一体形成によって設けられている。直線壁２３は、前部に略コ字状の切り欠き
凹部３２が形成され、後部が円弧状壁２２の後方まで伸びるように形成されている。また
、下ケース５の下壁２１内面、即ち、円弧状壁２２、ガイド突起２５、直線壁２３の内面
には、シート状連結ステープルＳを案内するガイド帯（突状）３５が突設されている。下
壁２１の両側には、前記上ケース３の係止孔１４，１４に着脱自在に係止される係止爪３
６，３６が形成されている。
【００３４】
　ステープル用リフィル１は、上ケース３の左壁７の下壁７ｂと右壁９の下壁９ｂ間に、
下ケース５を嵌合すると、下ケース５の係止爪３６，３６が上ケース３の係止孔１４，１
４に係止され、リフィル本体２が組み立てられる。この組立に際し、シート状連結ステー
プルＳの先部Ｓ１が上部に位置するようにして、上ケース３内にシート状連結ステープル
Ｓを収容すると、シート状連結ステープルＳは下ケース５に載置される。
【００３５】
　リフィル本体２は、上壁６の上半円筒壁１１及び垂直壁１２と、下ケース５の円弧状壁
２２及びガイド突起２５の他方の面２７と、左壁７及び右壁９によって、円筒状の収納室
４０が形成される。シート状連結ステープルＳは、下ケース５の円弧状壁２２とガイド突
起２５の他方の面２７によって、一番低い直線壁２３上で位置決めされる。
【００３６】
　りフィル本体２は、上ケース３の湾曲壁１３の下面１３ａと下ケース５のガイド突起２
５の一方の面２６と、左壁７及び右壁９によって、上方に向かって緩やかに湾曲する第２
の案内路４２が形成される。また、りフィル本体２は、上ケース３の水平壁１５の下面１
５ａと下ケース５の直線壁２３の上面２３ａと、左壁７及び右壁９によって、略直線状に
形成された第１の案内路４３が形成される。即ち、第１の案内路４３と第２の案内路４２
によって導出路４５が形成される。導出路４５の前端は、排出口４６と連通している。
【００３７】
　導出路４５は、シート状連結ステープルＳの上面Ｓ２をガイドする上ガイド面４７と、
シート状連結ステープルＳの下面Ｓ３をガイドする下ガイド面４８を有する。上ガイド面
４７は、上ケース３の水平壁１５の下面１５ａと、上ケース３の湾曲壁１３の下面１３ａ
によって形成される。下ガイド面４８は、下ケース５の直線壁２３の上面２３ａとガイド
突起２５の一方の面２６によって形成される。
【００３８】
　前記逆行防止部材３１は、第２の案内路４２内に突出し、先端３１ａが湾曲壁１３の下
面１３ａ近傍まで伸びている。なお、逆行防止部材３１は、図６（ａ）に示すように、傾
斜して設けられたり、図６（ｂ）に示すように、略Ｌ字状に設けられたり、図６（ｃ）に
示すように、略ｎ字状に設けられたりすることができ、特に形状が限定されるものではな
い。前記したように逆行防止突起３１は、爪状に形成され、輸送時には、先端３１ａが湾
曲壁１３の下面１３ａ側にシート状連結ステープルＳ（特には引き出される部分Ｓ５）を
強く押圧している。このため過度の衝撃等によりステープル用リフィル１からシート状連
結ステープルＳが引き出されてしまう虞が無くなる。また、ステープル用リフィル１をセ
ットした場合、下壁２１より突き出た部分がリフィル内に戻されることで、逆行防止部材
３１が反時計方向に回転する。この回転変位により、逆行防止部材３１の先端３１ａが湾
曲壁１３の下面１３ａから若干退避することでシート状連結ステープルＳへの押圧力が減
じる。このため、ステープルＳの供給方向への移動抵抗が軽減され、ステープル送りがよ
り円滑に行われる。
【００３９】
　シート状連結ステープルＳの先部Ｓ１に設けられ引き出しテープ（図示せず）を排出口
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４６から出しておき、当該引き出しテープを引っ張ると、ステープル用リフィル１の収納
室４０内に設けられたシート状連結ステープルＳが回転し、それの先端が排出口４６に位
置する。ステープル用リフィル１をステープラ本体５０に着脱自在に装着されるカートリ
ッジ５１に取り付け、カートリッジ５１をステープラ本体５０に装着する。ステープラ本
体５０を駆動させると、送り出し手段（例えば、送り爪、送りローラ等）によって、シー
ト状連結ステープルＳの先部Ｓ１がドライバ側に間欠的に引き出される。シート状連結ス
テープルＳのロール状巻き取り部Ｓ４は、引き出される部分Ｓ５に載っていないので、送
り出し手段にかかる負荷が少ない。また、シート状連結ステープルＳのロール状巻き取り
部Ｓ４は、外周の全体が収納室（収納部）４０の内面に接触するわけではなく、一部がガ
イド突条２０及び／又はガイド帯（突条）３５に接触するので、接触面積が少なく、その
ため摩擦抵抗が小さくなるので、さらに送り出し手段にかかる負荷が少ない。
【００４０】
　また、シート状連結ステープルＳの先部Ｓ１が引き出されと、図８（ａ）に示すように
、引き出される部分Ｓ５が導出路４５の上ガイド面（湾曲壁１３の下面１３ａ）に密接し
、逆行防止部材３１の先端３１ａがシート状連結ステープルＳの引き出される部分Ｓ５に
僅かに摺接する程度となるので、送り出し手段にあまり負荷がかからず、確実にシート状
連結ステープルＳを送り出すことが出来る。また、シート状連結ステープルＳの先部Ｓ１
が引き戻されると、図８（ｂ）に示すように、引き出された部分Ｓ５がガイド突起２５の
一方の面２６に密接し、逆行防止部材３１の先端３１ａがシート状連結ステープルＳを確
実に係止する。
【００４１】
　ステープル用リフィル１は、シート状連結ステープルＳが引き出されていくと、ロール
状巻き取り部Ｓ４が小さくなるが、図８（ｃ）に示すように、ガイド突起２５の頂部２９
によって、シート状連結ステープルＳの引き出し部分Ｓ５を持ち上げてから導出路４５に
導出させるので、上記したのと同様に機能する。ガイド突起２５の頂部２９は、半円状に
丸く形成されているので、シート状連結ステープルＳを滑らかにガイドすることができる
。
【００４２】
　このように、ステープル用リフィル１は、リフィル本体２の収納部４０に、ロール状に
巻かれたシート状連結ステープルＳの先部Ｓ１を上側になるように収納することができ、
シート状連結ステープルＳが排出口４６から送り出される時、引き出し部Ｓ５にロール状
巻き取り部Ｓ４が載らないので、送り出し手段にかかる負荷が少ない。
【００４３】
　従来のステープル用リフィルは、シート状連結ステープルの直線状に引き延ばされた引
き延ばし部に逆行防止部材が摺接し、この摺接する際の逆行防止部材の接触圧力の調節が
難しい。上記ステープル用リフィル１は、上記したように、湾曲した導出路４５を利用し
て、シート状連結ステープルの引き出しの時と引き戻しの時の逆行防止部材３１の係止力
が異なり、引き戻しの時の方が逆行防止部材３１の係止力が向上しているので、逆行防止
部材３１の接触圧力の調節をする必要がない。
【００４４】
　また、ステープル用リフィル１は、逆行防止部材３１がステープラ本体５０の送り出し
手段と同様に、接着剤が塗布されておらず、接着テープが長手方向に向かって貼着されて
いないシート状連結ステープルＳの下面Ｓ３に圧接係合するので、確実にシート状連結ス
テープルＳの逆行を阻止することができ、且つ下面Ｓ３の略中心に逆行防止部材３１を配
置することができるので、シート状連結ステープルＳをバランス良く係止させることがで
きる。
【００４５】
　ステープル用リフィル１は、逆行防止部材３１を一体成形したので、従来のように金属
素材で形成された逆行防止部材をリフィル本体に組み込む作業が不要で、誰でも簡単に組
み立てることができ、リフィル本体２の軽量化と低廉化を図ることができ、さらに素材ご
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とに分別して廃棄する必要がないので、廃棄が簡単である。
【００４６】
　また、リフィル本体２には、上記したように上半円筒壁１１の後部に、開口８が形成さ
れているので、梱包時に開口８から緩衝部材等の押さえ部材を装着して、収納室４０内に
収納されたシート状連結ステープルＳが運搬の際に動かないように固定することができ、
シート状連結ステープルＳの先端位置をずれないようにすることができる。しかも、使用
時にあっては、当該開口８を利用して、シート状連結ステープルＳの残量等の状態を確認
することができる。
【００４７】
　なお、上記ステープル用リフィル１は、下ケース５の下壁２１に逆行防止部材３１を一
体成形した。しかし、図９，１０に示すように、下ケース５７の平板状の下壁５２の両側
に略Ｌ字状の係合突起５３，５３を形成し、合成樹脂によって別個に成形された、略逆Ｕ
字状の逆行防止部材５５・・を備えた差込板５６の両端を係合突起５３，５３に係合し、
下ケース５７の下壁５２に逆行防止部材５５を設けても構わない。なお、略逆Ｕ字状の逆
行防止部材５５・・は、略山状のガイド突起５８の湾曲した一方の面５９に形成された長
孔６０・・から突出し、シート状連結ステープルＳを押圧する。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本願発明に係るステープル用リフィルの一つの実施の形態を示す全体斜視図であ
る。
【図２】図１の分解斜視図である。
【図３】図１の斜視断面図である。
【図４】図１の側面断面図である。
【図５】図１のステープル用リフィルの６面図である。
【図６】図１の要部断面図である。
【図７】ステープラ本体のカートリッジにステープル用リフィルを取り付けた状態を示す
斜視図である。
【図８】本願発明に係るステープル用リフィルの動作を説明する説明図である。
【図９】本願発明に係るステープル用リフィルの他の実施の形態を示す全体斜視図である
。
【図１０】図９の分解斜視図である。
【符号の説明】
【００４９】
　Ｓ　シート状連結ステープル
　Ｓ１　先部
　Ｓ２　上面
　Ｓ３　下面
　Ｓ４　ロール状巻き取り部
　Ｓ５　引き出される部分
　１　ステープル用リフィル
　２　リフィル本体
　３　上ケース
　５　下ケース
　６　上壁
　７　左壁
　７ａ　円状壁
　７ｂ　下壁
　８　開口
　９　右壁
　９ａ　円状壁
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　９ｂ　下壁
　１１　上半円筒壁
　１２　垂直壁
　１３　湾曲壁
　１３ａ　下面（上ガイド面）
　１４　係止孔
　１５　水平壁
　１５ａ　下面
　１８　把持アーム
　１９　リブ
　２０　ガイド突条
　２１　下壁
　２２　円弧状壁
　２３　直線壁
　２３ａ　上面
　２５　ガイド突起
　２６　一方の面（下ガイド面）
　２７　他方の面
　２９　頂部
　３０　切り欠き部
　３１　逆行防止部材
　３１ａ　先端
　３２　切り欠き凹部
　３５　ガイド帯（突条）
　３６　係止爪
　４０　収納室（収納部）
　４２　第２の案内路
　４３　第１の案内路
　４５　導出路
　４６　排出口
　４７　上ガイド面
　４８　下ガイド面
　５０　ステープラ本体
　５１　カートリッジ
　５２　下壁
　５３　係合突起
　５５　逆行防止部材
　５６　差込板
　５７　下ケース
　５８　ガイド突起
　５９　一方の面
　６０　長孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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